




1.免疫グロブリン療法の長期予後の追跡 

過去に行われた免疫グロブリン療法における冠動脈障害の追跡を行った。詳細は、この報

告に書かれているが,結果としては,1年後において,各治療群の間に差を認めなかった。し

かしながら,免疫グロブリン,100㎎/kg/日連日5日投与においては傾向として,アスピリン

単独投与よりも良好であるように思える結果が得られた。 

2.免疫グロブリン 100mg/kg/日連日 5日投与と,400 ㎎/Kg/日連日 5日投与の比較。 

この研究は現在まだ途中の段階である。昭和63年9月までに計147例の症例が集積された。

60 病日までの経過観察において，有意の差は認めていないが,400 ㎎/kg/日連日 5日間投与

群の方が良好であるような印象を得た。もうしばらく症例を集積する予定である。 


